
三重県在住の文筆家・千種清美氏による、

お月さまにちなんだ古式ゆかしいお話しと、中秋の名月を

愛でながら、お月見膳と共にお愉しみください。

2017. 10 4 水

中秋の名月を愉しむ夕べ

鳥羽歳時記
～千種清美氏に学ぶ～

観
月
会



花正月　　2018年１月15日（月）

開催日／2017年10月4日（水）
時　間／18：00～20：00（受付17：00）
場　所／ハーバーウィング5階 バンケット「潮騒」
料　金／お1人様 10,000円（税込）

先着20名様

※要予約／定員になり次第、ご予約を締め切らせていただきます。
※終了後、鳥羽駅までの送りが必要な方は、予約時にお伝えください。

鳥羽歳時記 ～千種清美氏に学ぶ～

中秋の名月を愉しむ夕べ観月会

鳥羽歳時記 千種清美氏による今後のイベント予定

■講師 千種清美氏
三重県生まれ、文筆家。皇學館大學非常勤講師。
三重の地域誌『伊勢志摩』編集長を経て文筆業に。
新幹線車内誌『月刊ひととき』に「伊勢、永遠の聖地」を8年間
にわたり連載した。伊勢神宮の式年遷宮については前回の第
61回を経て、今回は遷宮諸祭を取材し、遷御の儀では式年遷
宮広報本部によるインターネット動画配信の司会進行を担当。
伊勢神宮についての講演や執筆活動を行う。著書は『女神の聖
地、伊勢神宮』(小学館新書・全国学校図書館協議会選定図書)。など。式年遷宮特別番
組『お伊勢さん』(三重テレビ放送制作)に続き、『芭蕉が詠む祈りのこころ』全10本の脚
本担当。三重県観光審議会委員、三重ブランド認定委員。三重県明和町観光大使。

神無月 点心 御献立

向　  付
 わたりがに　もずく掛け　とんぶり　三つ葉　茗荷

口 取 り
 かぼす釜　菊なます　いくら　初霜松の実
 すすき牛蒡　鮑あずき煮
 車海老からすみ寿司（大根 木の芽）
 萩の里   鴨ロース栗びんろう

煮 物 椀
 答志島  鯛かぶら　法蓮草　針柚子

芋名月  焙烙焼き
 里芋新挽揚げ（新米米粉）　海胆味噌かけ
 伊勢海老銀杏焼き　秋刀魚幽庵焼き　すだち

 新米こしひかり  羽釜焚き  お供　香の物
 茸けんちん汁

十五夜の朧月

一 の 膳

二 の 膳

デザート


